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入出力：ディスクアームスケジューリング 
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(SCAN またはＬＯＯＫ) 



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
FCFS 50 34 7 85 43 61 79 54 95 12 23
SSF 50 54 61 43 34 23 12 7 79 85 95
LOOK 50 43 34 23 12 7 54 61 79 85 95
C-LOOK 50 43 34 23 12 7 95 85 79 61 54

初期位置 50
待ち行列 34 7 85 43 61 79 54 95 12 23
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演習クイズ（第１２回） 

• ディスクは図(c)のように係数２でインタリーブされて
いる。１トラック当たり512バイト、セクタ数が８、回転
速度３００rpmである。順番にトラック内のセクタを読

み取る場合の所要時間を計算せよ。ただし、アーム
は正しい位置にあるとし、ヘッドの下にセクタ０が回
転してくるのは1/2回転後であるとする。そのときの

転送速度はいくつになるか。同じ条件で、インタリー
ブを行わない場合はどうなるか。インタリーブを行っ
たために速度はどの程度の割合で改善するか。 



 

(a) (b) (c) 



演習クイズ（第１２回） 
• インタリーブ２を行う場合 

– 300 rpmより、５回転／秒、    m sec ／１回転  

– 1セクタを読み取る時間 =      msec / 8 =     msec 

– 1セクタ読み次のセクタに移動する時間 = 25+50 = 75 msec 

     (2セクター読み飛ばす50 msecの間にメモリへの転送を行っている） 
– 8セクタ読み取る時間 =  ×8 msec =    msec 

– セクタ待ち時間（1/2回転）   msec を足して 読み取り時間=   msec 

– 転送速度 =    バイト/    msec =    バイト／秒 

• インタリーブをおこなわない場合 
– 結局 7回転＋αすることになるので    msec ×7＋75 msec =   msec 

– セクタ待ち時間（1/2回転）    msec を足して 読み取り時間=    
msec 

– 転送速度 =     バイト/     msec =     バイト／秒 

• 速度の改善割合 
–    ／      =     倍となる 



演習クイズ（第１２回） 

• 10, 22, 20, 2, 40, 6, 38のシリンダ順でディスクへ

の要求あり。シリンダを一つ移動するのに必要な
シーク時間は、６ミリ秒である。次に示す処理の
シーク時間を求めよ。 

(a) 先着順サービス（FCFS） 

(b) 最短シーク順（SSF） 

(c) エレベータ・アルゴリズム（LOOK）（シリンダ番号の大き
い方向から） 

いずれの場合も最初のアームに位置は２０シリンダと
する 



演習クイズ（第１２回） 
(a) 先着順サービス（FCFS） 

 

 

 

(b) 最短シーク順（SSF） 

 

 

 

(c) エレベータ・アルゴリズム 

 


